
日時：平成３０年１０月１３日（土） 午前９時３０分～１２時 

集合・解散場所：東金町地区センター 

 

第９４回 文化財めぐり 

本日のルート 
 

【集合】東金町地区センター⇒①貞林院瑞正寺⇒②須賀神社跡⇒ 

 ③松浦の鐘⇒④東金町の農家⇒【解散】東金町地区センター 

貞林院 



下小合村 

 下小合を含む「小合」に比定される地域が歴史上現れるのは古く、康永４年(1345)の

『香取神社造営所役注文』（香取神宮）に「小鮎猿俣」の名が見られます。また、応永5年

(1398)8月の『葛西御厨田数注文』にも「小鮎」と記載があります。葛西御厨とは葛西清

重が伊勢神宮に寄進したとされる荘園です。 

 享徳3年(１４５５)の享徳の乱以降、葛西地域は戦乱状態となりますが、最終的には後

北条氏の支配下に置かれます。いつごろ小鮎から小合に転訛したかは不明ですが、永禄

2年(1559)作成の『小田原衆所領役帳』には現在と同じ「小合」という名称で、遠山丹波

守の所領として記載されています。遠山丹波守（綱景）は同帳で江戸衆筆頭に列せられ

た武将です。また、上小合村にあった不動堂の天正15年（１５８７）の棟札でも「小合」と

なっています。 

 小合村が、3村に分かれたのは江戸時代初期で、慶安２～３年（１６４９～１６５０）頃に編さ

んされた武蔵田園簿には上小合・下小合・小合新田と分かれて記載されています。戦国

時代末期～江戸時代初期は、このころは田畑の開墾が盛んに行われ、奥戸新田や曲金

新田（細田）などもこの時期の開墾です。  

 江戸時代には、下小合村は葛飾郡東葛西領に属します。下小合村は、葛飾区内のほと

んどの村落が幕府領として幕府代官の支配を受けるなか、数少ない旗本領でした。 

 当初は幕府領でしたが、寛文6年（１６６６）に松浦信貞が葛飾郡内で1500石を加増さ

れた際に、下小合村は上篠崎村・谷河内村（ともに現江戸川区）とともに信貞の知行地と

なります。天和2年（１６８２）に子の信方に家督を継いだ際に弟・市左衛門信正（河内守信

正実父）に７００石、勘助信吉に４００石、八兵衛信勝に４００石を武蔵国葛飾郡で分知しま

した。 

 この他、享保年間の小合溜井整備時に用水路となった分の土地の替地として上小合

村内に飛び地がありました。 

 明治時代に入ると、明治2年(1869)に小菅県、同４年に東京府、翌年実施された大区

小区制では、東京府第十一大区四小区に割り当てられました。同制度が廃止後の同11

年からは東京府南葛飾郡に属し、上小合村・小合新田と連合町村を結成していました。 

 明治22年(1889)の町村制施行により、 「下小合村、上小合村、小合新田、猿ヶ又村、

飯塚村」が合併して水元村となると、旧下小合村域は水元村大字下小合となりました。 

 昭和7年(1932)の東京府葛飾区の誕生で、下小合村域は「水元小合町」になりました。 

 第二次世界大戦後の昭和３８年(1963)から実施された住居表示により、水元小合町

の範囲は、「東金町一～五丁目、東金町八丁目、水元三～四丁目、東水元一～四丁目、

南水元三～四丁目、水元公園」に編成され、現在に至ります。 

 

小 字 
「下手・宮前・西・荒井・田端・中」  

(新編武蔵風土記稿、江戸時代後期) 

 

「田向、西之妻、宮前屋敷、鷲耕地、釈迦之木、天王免、宮之下、五枚田、地蔵免、下手屋敷、亀田、

原田、地蔵淵、稲荷木、霜降、八幡、迎田、中谷原、半河原、三王前、西台、台下」 

(皇国地誌稿本 東京府誌、明治時代初期) 
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 寛政11年（１７９９）に企画され、文化9年（１８１２）に完成した、大名、旗本、幕臣の系譜を

まとめた『寛政重修諸家譜』によると、松浦信正は元禄8年（１６９５）に市左衛門（信正）の

３男として誕生します。その後、実父の弟である八兵衛信勝の養子松浦信守の養子となり

ます。 

 書院番・西城徒頭・駿府町奉行・大坂東町奉行を歴任、元文5年(1740)5月には従五

位下河内守に叙任されます。8代将軍吉宗の信任を受けていた信正は延享3年(1746)

に勘定奉行、さらに寛延元年(1748)からは長崎奉行を兼任しました。在任中は長崎貿易

を管轄する長崎会所の運営改革に尽力、宝暦2年(1752)に長崎奉行を一旦辞しますが、

新たに勘定奉行加役長崎掛の役職を与えられました。 

 しかしながら翌年、長崎会所内の不祥事と、幕府への報告不備を指摘され解任、閉門

されてしまいます。半年後には閉門が解かれましたが、その後は官職を辞して可謙齊と号

し下小合村の龍蔵寺にて余生を送り、明和6年(1769)5月に死去、そのまま龍蔵寺に葬ら

れました。戒名は「信正院殿前河州刺史功山紹勲大居士」です。 

 信正が梵鐘を奉納した龍蔵寺は、江戸時代後期の地誌『新編武蔵風土記稿』によると、

天文9年(1540)に静盛が創建し、本尊が十一面観音、宝暦7年(1757)銘の鐘(松浦の

鐘のこと)があることが記されています。この龍蔵寺を、信正は瑞正寺第9世湛誉上人とと

もに中興したことから、信正院とも称されるようになります。 

 梵鐘には「長松山信正院龍蔵寺」と刻まれ、加えて青戸村の荒廃していた龍蔵寺を信

正が自らの所領下小合村に移した旨が刻まれています。 

 明治時代に入ると、龍蔵寺は廃仏毀釈のあおりを受けて廃寺となってしまいます。この

際に龍蔵寺の寺宝を散逸させないように尽力したのが下小合村の人々でした。龍蔵寺本

尊の十一面観世音菩薩像、木造松浦信正坐像、松浦信正位牌などはすぐ近くの瑞正寺

に移されました。特に、信正の守り本尊であった十一面観音は、火伏せ観音と言われ、火

災・盗難・厄除けの観音として近隣の人たちから信仰を集めました。 

 信正が生前に築いた円盤状の墓塔は、太平洋戦争後すぐまでは水元小合町内の松

浦家墓所にありましたが、その後母長松院の墓塔とともに青戸の宝持院に移されました。

詳しい移動の時期と経緯は不明です。 

 梵鐘は村の所有となり、水害や非常時に使用され、昭和7年(1932)に葛飾区有となり

ました。太平洋戦争中の昭和18年(1943)に発せられた金属類回収令では日本の鐘の

約9割が失われたと言われ、葛飾区内でも江戸時代の梵鐘などが供出され失われていま

す。しかし、この梵鐘は幸いにも供出されませんでした。 

 松浦信正に関わる資料は、この他に江戸川区谷河内の日蓮宗妙泉寺に、「紙本著色

松浦信正象・墨書木箱・石造松浦信正写経塔」があり、「松浦信正関係資料」として、江

戸川区指定有形文化財に指定されています。 

松浦河内守信正と下小合村 



貞林院瑞正寺 

山号、院号、寺号：雲晴山荘厳院貞林院瑞正寺 

宗 派：浄土宗 

所在地：葛飾区東金町五丁目46番5号 

沿 革： 貞林院瑞正寺は、第２５代専蓮社行譽政方上人がそれまで兼務をしていた瑞

正寺と貞林院を昭和５５年（１９８０）に合併して成立しました。 

 元々当地にあった瑞正寺は、荘厳山功徳院瑞正寺と称し、天文７年（１５３８）念蓮社切

阿荘厳本瑞上人により創建され、第3世円蓮社本誉源公上人の代に新宿（葛飾区）にあ

る西念寺の末寺となりました。安政２年（１８５５）１０月の安政江戸地震で本堂が崩壊、同３

年４月に第１７代秀誉上人が再建、大正15年（１９２６）に改修されたのち、昭和５５年の貞林

寺との合併に伴い本堂庫裡が新築されました。 

 瑞正寺と合併した貞林寺は、雲晴山魚籃院貞林寺と称し、慶長１６年（１６１１）定蓮社信

誉上人浄阿雲晴貞林大和尚により、江戸八丁堀に創建されました。寛永１２年（１６３５）に

三田南寺町（現在の港区三田四丁目）に移転、芝増上寺の末寺でした。 

 合併時に、両寺の山号・院号・寺号をそれぞれ残すために「雲晴山荘厳院貞林院瑞正

寺」と名称が改められました。 

 当寺には龍蔵寺本尊の十一面観世音菩薩像、木造松浦信正坐像、松浦信正位牌など

の資料のほか、高村光雲が三田貞林寺に奉納した魚籃観音などが納められています。 

上 貞林院瑞正寺本堂 
左 高村光雲作 魚籃観音像 



明和元年（１７６４）大仏師法橋高山作 

貞林院瑞正寺蔵 松浦信正関係資料 

区   分：区指定有形文化財 

指定年月日：昭和５５年３月７日 

所 在 地：葛飾区高砂2－13－13 高砂天祖神社 

大  き さ：高さ85.3cm、 幅31.3cm 

沿   革： この棟札は、寛永10年(1633)に曲金郷の農民

が、天祖神社の地に三社大明神を勧請し、社殿を建立した時の

棟札で、墨銘は次のようになります。 

(右)下総国葛飾郡葛西荘曲金郷同新宿村并細田村曼荼羅村 

(中)奉建立 三社大明神 遷宮 

(左)寛永十稔癸酉九月廿八日遷宮導師上小松正福寺空鑁 

   干時天下領源朝臣松平家三代之内東将軍様御目代伊 

           奈半拾朗小目代袴田善兵衛 

      名主 石井新右衛門 忽百姓中 敬白 

裏面には「施入之衆庚申待」とあり、33名の名前が3段に記され

ています。このうち5名は女性です。『風土記稿』鎌倉新田には、

曼荼羅は鎌倉新田の小名と記されています。この棟札について

も「曲金村三社明神寛永十年ノ棟札ニモ、曼荼羅村ト記セリ」と

あります。 

一茎三蓮 附ビードロケース・台座 

木造松浦信正坐像 

区   分：区登録有形民俗文化財 
指定年月日：平成21年3月17日 
所 在 地：葛飾区東金町６－２０―１７ 光増寺 
沿   革： 文化14年(１８１７)、境内の鏡ヶ池で
一つの茎から三輪の蓮花が咲きました。 
 この年は、貞永元年(１２３２)に親鸞が「色も香も 

いやまさりけん 蓮ばハ五百八十すぎて 六ツとし
に見ん」と歌を詠んでから、まさに、約５８６年後だっ
たことから、親鸞の読んだ歌のとおりで、吉兆の前兆
であると考えられ、蓮花をドライフラワーとし、ビード
ロのケースに納め寺宝としました。 

松浦信正位牌 

長松院 
現光院 
位牌 

長松院は信正の母。 
「貞心」が朱書きで、
裏面に没年が刻ま
れていないことから、 

逆修である。 
現光院は信正妹。 
 



芳性院は、松浦猪右衛門信貞。 
寛文6年（１６６６）に葛飾郡内で 

1500石を加増された人物。 
河内守信正の祖父にあたる。 
芳性院は信貞の妻。 

貞林院瑞正寺蔵 松浦信正関係資料 

区   分：区指定有形文化財 

指定年月日：昭和５５年３月７日 

所 在 地：葛飾区高砂2－13－13 高砂天祖神社 

大  き さ：高さ85.3cm、 幅31.3cm 

沿   革： この棟札は、寛永10年(1633)に曲金郷の農民

が、天祖神社の地に三社大明神を勧請し、社殿を建立した時の

棟札で、墨銘は次のようになります。 

(右)下総国葛飾郡葛西荘曲金郷同新宿村并細田村曼荼羅村 

(中)奉建立 三社大明神 遷宮 

(左)寛永十稔癸酉九月廿八日遷宮導師上小松正福寺空鑁 

   干時天下領源朝臣松平家三代之内東将軍様御目代伊 

           奈半拾朗小目代袴田善兵衛 

      名主 石井新右衛門 忽百姓中 敬白 

裏面には「施入之衆庚申待」とあり、33名の名前が3段に記され

ています。このうち5名は女性です。『風土記稿』鎌倉新田には、

曼荼羅は鎌倉新田の小名と記されています。この棟札について

も「曲金村三社明神寛永十年ノ棟札ニモ、曼荼羅村ト記セリ」と

あります。 

一茎三蓮 附ビードロケース・台座 

芳性院・修教院 
位牌 

区   分：区登録有形民俗文化財 
指定年月日：平成21年3月17日 
所 在 地：葛飾区東金町６－２０―１７ 光増寺 
沿   革： 文化14年(１８１７)、境内の鏡ヶ池で
一つの茎から三輪の蓮花が咲きました。 
 この年は、貞永元年(１２３２)に親鸞が「色も香も 

いやまさりけん 蓮ばハ五百八十すぎて 六ツとし
に見ん」と歌を詠んでから、まさに、約５８６年後だっ
たことから、親鸞の読んだ歌のとおりで、吉兆の前兆
であると考えられ、蓮花をドライフラワーとし、ビード
ロのケースに納め寺宝としました。 

長松院画像 

長松院 
現光院 
位牌 

長松院は信正の母。
現光院は信正妹。 

河内守信正母、長松院の画像。作者の加藤泰

都は、号を文麗といい、伊予大洲藩第3代藩
主加藤泰恒の6男で旗本加藤氏を継いだ。 
狩野派の技法を学び、谷文晁の父と親交が 
あったことから、谷文晁の最初の師範となる。 
江戸川谷河内の日蓮宗妙泉寺の信正像も同
人の作である。 



区   分：区指定有形文化財 
指定年月日：昭和52年3月19日 

大 き  さ：総高 121.4㎝ 口径 68.5cm 龍頭の高さ 28.2cm 同最大幅 27.0cm 
重   量：308ｋｇ  
沿   革： 宝暦7年(1757)、旗本の松浦河内守信正が、自身の隠居寺として再興した
龍蔵寺に奉納しました。下野（現、栃木県）佐野の鋳物師利右衛門の作で、中央部4面に、金
剛界四仏の梵字が陽刻されています。 
 さらに奉納後の明和6年(1769)には、遠江国(現、静岡県)宝泉寺の住職勝東洲の選によ
る銘文が刻まれています。 
 鐘楼が建っている水元さくら堤はかつて古利根川の堤防でした。享保年間の河川改修で
締め切られて小合溜井となり、東葛西領の田畑を潤す上下之割用水の水源となりました。 
 水元さくら堤が一部湾曲しているのは、洪水時に堤防が破堤した際にえぐられてできた池

である押堀ができた痕跡で、さくら堤がかつて堤防であった事を現在に伝えています。 

梵鐘（松浦の鐘） １口 

小合溜井側から、水元
さくら堤と梵鐘を望む 
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須賀神社跡解説（かつしかの文化財８６号転載） 

須賀神社跡 

須賀神社跡 



   東金町の農家、年中行事関係資料（かつしかの文化財７９号転載） 

上：昭和１７年地図に見える 
   須賀神社 
   （帝都地形図より転載） 

 
 
左：須賀神社跡に残された 
   礎石など 



東金町の農家関係資料（かつしかの文化財８８号転載） 



＜主要参考文献一覧＞ 

 

・葛飾区教育委員会『葛飾区寺院調査報告 上』昭和54年 

・葛飾区教育委員会『葛飾区寺院調査報告 下』昭和55年 

・葛飾区教育委員会『葛飾区神社調査報告』昭和56年 

・葛飾区教育委員会『葛飾区金石文(記念碑 梵鐘等)調査報告』昭和62年 

・葛飾区『増補 葛飾区史』昭和60年 

・葛飾区『新修 葛飾区史』昭和24年 

・葛飾区教育委員会『葛飾の文化財』平成8年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの地名と歴史』平成15年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしか風土記 文化財からのメッセージ』平成23年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの文化財散策地図』平成23年 

・葛飾区郷土と天文の博物館 

 『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』平成28年 

・井口悦夫 編『帝都地形図 全6集』之潮 平成17年 

・続群書類従完成会『寛政重修諸家譜』 

・貞林院瑞正寺ホームページ(http://www.teirin.com/index.html) 

・一般社団法人日本地図センター ホームページ(http://www.jmc.or.jp/) 

時間 時間
12 12

時刻表（半田小学校入口）
分

        08       23       38       53     

　金町駅行(東武バス[金50・52・54])
時刻表（東金町五丁目）

分
01     16     31     38     46

　金町駅行(京成タウンバス[金02])

● 東金町地区センター 

● 東金町五丁目 

半田小学校入口 
  ● 

http://www.jmc.or.jp/
http://www.jmc.or.jp/
http://www.jmc.or.jp/

